
コミュニケーションサポートブックで 

施設退所後の生活を支援する取り組み 

 はじめに｜大阪整肢学院の現状  目的｜伝わる情報提供へ 

 結果 

 富田 朝太郎 ｜ 大阪整肢学院 リハビリテーション部  

実際の生活支援に活用？ 

個別性を踏まえた支援に

時間を要している 

医療面の情報 生活に必要な情報 

新たな環境への 

スムーズな適応 

 サポートブック作成へ  18歳まで入所生活 → 障害特性に応じた進路 

 退 所 時 の 情 報 提 供  

 期間と対象 

4年間｜2015年4月～19年4月 

サポートブック作成数｜49冊 

退所した49名｜3歳～24歳 

 サポートブック活用の有効性 利用側  

 サポートブック作成の有効性 作成側  

● 職 種  

● 有 効 性  

①サポートブック 

②デザイン  

15名 

と て も 役 に 立 っ た  

1名 役に立った 

16名 
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コミュニケーション 

スキなもの・ニガテなもの 

マイベスト５ 

食事・入浴・排泄・睡眠 

役
に
立
っ
た
項
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①サポートブックについて 

12名 

4名 

と て も 見 や す か っ た  

見やすかった 

16名 

9施設 

文字の大きさ 

イラスト・画像の使用 

整理された情報 

② デ ザ イ ン に つ い て  

 考察 

指 導 / 支 援 員  

看 護 師  

介 護 福 祉 士  

保 育 士  

児 童 発 達 支 援  

管 理 者  

母 親  

里 親  

6名 

3名 

3名 

1名 

1名 

1名 
1名 

16名 

9施設 

職 種   進路先職員アンケート  

 取り組み 

理   
由 

主に医 療 面 の 情 報  

本 人 理 解  

障 害 特 性 の 理 解  

情 報 共 有  

 性格・趣味嗜好  / これまでの生活の様子 

 興奮時の対応  / 個別性を踏まえた支援 

 整 理 さ れ た 情 報  /  持 ち 運 び 可 能  

障 害 特 性 の 再 認 識  

情報提供 

専 門 性 の 向 上  

 こ れ ま で の 支 援 の 振 り 返 り  

 困 難 時 対 応 を 成 文 化  

 支 援 達 成 度 の 確 認 → 評 価 の 経 験 値   

 まとめ 

必要な情報を

容易に共有 

新たな環境を整える 

情報共有ツール 

気付きを得る

取り組み 

新たな支援の 

目標作り 

 サポートブックとは    サポートブック作成   

適 切 な 支 援 の 継 続  

がくいん
サポートブック作成 サポートブック活用 

 施 設 退 所 後 の 生 活 へ   

障害特性や 

個別性を整理 
活用の有効性 

評 価  作 成  

●無料ダウンロード  

●手書き / P DFで作成 

●自由にカスタマイズ 

 作成概要｜StepNoteの採用  

ドロップレットプロジェクト 製作 

文 体 や 表 現 の 統 一  

情 報 内 容 の 簡 略 化  

担当が項目記入  

看 護 師  介護福祉士 保 育 士  

P D F作成 

言 語 聴 覚 士  

 StepNote 特長   

シンボル/画像を使用 

わ か り や す く  

1ページ ・ 1テーマ 

情 報 を 整 理  
障 害 特 性  

困 難 時 の 様 子  

対 応 方 法  

 サポートブック｜StepNote  作成手順 

障 害 特 性  生 活  趣 味 嗜 好  

障害児入所施設 

里親 自宅 

障害者支援施設 

グループホーム 

がくいん

知的＋身体障害児  

大 阪 整 肢 学 院  

医 療 型 障 害 児 入 所 施 設  

利 用 側  

作 成 側  

 【COI開示】今回の発表に関連し、開示すべきCOI関係にある企業などはありません。 


